
指
定
管
理
者
と
し
て
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
施
設
の
管
理

運
営
を
し
て
い
た
だ
け
る
法
人
や
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
す
る
施
設

高
山
キ
ャ
ン
プ
場

■
指
定
管
理
予
定
期
間

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日

■
募
集
要
項
の
配
付

【
期
　
間
】
９
月
16
日(

火)

〜
10
月
16
日(

木)

【
場
　
所
】
森
林
整
備
課
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

■
申
請
書
類
の
提
出

【
期
　
間
】
10
月
10
日(

金)

〜
16
日(

木
）

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
提
出
先
】
直
接
左
記
担
当
課
ま
で

指
定
管
理
者
制
度
と
は

民
間
の
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を

含
め
、
法
人
や
団
体
（
個
人
は
不

可
）
で
あ
れ
ば
、
市
に
代
わ
っ
て

公
共
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
、
民
間
の
専

門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
施
設
の
管
理

運
営
に
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費
削
減

な
ど
を
図
る
も
の
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
市
民
活
動
団
体
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動

や
、
団
体
と
市
と
の
協
働
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
次
年
度

に
予
定
さ
れ
て
い
る
市
民
活
動
団
体
の
設
立
や
活
動
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
　
象
】

事
業
所
の
所
在
地
ま
た
は
活
動
拠
点
が
、
市
内
に
あ
る
市

民
活
動
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
た
は
そ
れ
に
準
じ
る
団
体
）

で
、
社
会
貢
献
活
動
を
行
い
、
募
集
要
項
に
定
め
る
要
件
を

満
た
す
団
体

【
助
成
内
容
】

①
団
体
設
立
支
援

１
団
体
２
万
円
が
限
度
（
１
回
限
り
）

②
市
民
活
動
事
業
支
援

１
事
業
補
助
率
２
／
３
以
内
で
、
20
万
円
を
限
度
と
し
、

継
続
事
業
は
３
年
が
限
度
（
継
続
時
審
査
あ
り
）

③
協
働
事
業
支
援

限
度
額
は
②
と
同
様

※
募
集
す
る
の
は
平
成
27
年
度
事
業
で
す
。

【
選
定
方
法
】

書
類
審
査
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
提
示
・
提
案
説
明
）

※
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
11
月
下
旬
〜
12

月
上
旬
頃
に
実
施
予
定
。

【
応
募
方
法
】

申
請
書
と
必
要
書
類
を
直
接
ま
た
は
郵
送

で
下
記
ま
で

※
募
集
要
項
は
、
市
民
協
働
推
進
課
・
北
部

振
興
局
・
各
支
所
、
各
公
民
館
の
案
内
窓

口
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

【
募
集
期
間
】
10
月
１
日
（
水
）
〜
31
日
（
金
）

湖
国
バ
ス
で
は
、
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
10
月
１
日
か
ら
、

小
判
手
形
の
料
金
改
定
を
行
う
と
と
も
に
、
環
境
定
期
券
制

度
を
導
入
し
ま
す
。
ぜ
ひ
通
勤
定
期
券
を
購
入
い
た
だ
き
、

週
末
に
は
家
族
で
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
小
判
手
形
の
料
金
改
定

１
か
月
券
　
２
１
０
０
円
（
現
行
２
０
０
０
円
）

３
か
月
券
　
５
２
０
０
円
（
現
行
５
０
０
０
円
）

６
か
月
券
　
９
３
０
０
円
（
現
行
９
０
０
０
円
）

②
環
境
定
期
券
制
度
の
導
入

土
日
・
祝
日
に
、
通
勤
定
期
券
を
提
示
す
る
と
、
区
間
外
を

１
乗
車
１
０
０
円
（
子
ど
も
50
円
）
で
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

【
対
　
象
】
通
期
定
期
券
所
持
者
、
同
行
程
を
利
用
す
る
同
居
家
族

詳
し
く
は
、
湖
国
バ
ス
長
浜
営
業
所
（
7
６
４
‐
１
２
２

４
）
ま
で

市
で
は
、「
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
」
の
生
息
場
所
の
情
報
を
集
め
て

い
ま
す
。「
こ
こ
で
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
を
見
た
！
」
と
い
う
情
報
を
、

メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
書
式
は
問
い
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

kan
kyo
@
city.n

agah
am
a.lg.jp

5
６
５-

６
５
７
１

【
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
情
報
】

○
あ
な
た
の
住
所
（
自
治
会
）

○
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
を
見
た
日
時
と
場
所

○
お
お
よ
そ
の
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
数

○
感
想

シリーズ⑤ 

　北近江の寺院や仏堂に祀られてい
る多くのホトケさま。今もなお地域
の人たちによって守り継がれていま
す。その中から代表的なものをシリ
ーズで紹介していきます。 
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重
要
文
化
財

「
大
日
如
来
坐
像
」
（
光
信
寺
）

・
指
定
日：

大
正
15
年
４
月
19
日
指
定

・
所
在
地：

太
田
町

光
信

こ
う
し
ん

寺じ

の
大
日
如
来
像
は
、
か
つ
て

は
隣
接
す
る
大
日
堂
に
安
置
さ
れ
、
も

と
は
天
台
寺
院
・
寂
静
山

じ
ゃ
く
じ
ょ
う
ざ
ん

大
福

だ
い
ふ
く

寺じ

の
本

尊
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

大
日
如
来
は
密
教
の
教
主
で
、
如
来

の
中
で
も
別
格
と
さ
れ
、
髻

も
と
ど
り

を
結
い
宝

冠
や
装
身
具
を
身
に
つ
け
ま
す
。
胸
前

で
左
手
の
人
差
し
指
を
立
て
右
手
で
握

る
智ち

拳
印

け
ん
い
ん

は
、
金
剛
界

こ
ん
ご
う
か
い

の
大
日
如
来
で

あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。
低
く
抑
え
ら

れ
た
髻
や
、
丸
顔
の
穏
や
か
な
表
情
、

薄
い
衣
に
浅
く
刻
ま
れ
た
柔
ら
か
い
衣

文
線
な
ど
は
、
平
安
時
代
後
期
に
流
行

し
た
「
定
朝
様

じ
ょ
う
ち
ょ
う
よ
う

」
の
特
徴
を
備
え
ま
す
。

そ
れ
で
い
て
目
の
見
開
き
は
強
く
、
ま

た
正
面
か
ら
見
る
と
絞
り
込
ま
れ
た
腰

は
側
面
か
ら
見
る
と
意
外
に
奥
行
が
あ

り
ま
す
。

身
体
も
大
柄
で
、
像
高
約
１
４
８
㎝

の
半
丈
六
の
坐
像
で
す
。
頭
部
と
体
部

が
ケ
ヤ
キ
材
の
一
木
造
で
内
刳

う
ち
ぐ
り

を
施
し

ま
す
が
、
後
頭
部
や
背
中
の
蓋ふ

た

板
と
、

両
腕
、
両
膝
部
分
は
ヒ
ノ
キ
材
製
で
す
。

通
常
な
ら
ヒ
ノ
キ
材
の
部
分
は
後
か
ら

補
作
さ
れ
た
部
分
と
す
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
腕
の
構
え
や
臂ひ

釧せ
ん

（
上
腕
の
腕
輪
）
の
作
り
、
低
い
両

膝
に
浅
く
重
ね
ら
れ
た
衣
文
線
に
は
古

さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
同
じ
後こ

う

補ほ

で
も

時
代
差
が
あ
る
よ
う
で
す
。

■問
健
康
推
進
課
地
域
医
療
室
（
7
６
５
‐
７
７
７
９
）

10
月
１
日
「
浅
井
東
診
療
所
」
を
開
設
し
ま
す

■問
市
民
協
働
推
進
課
（
7
６
５-

８
７
２
２
）

長
浜
・
木
之
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す

■問
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー

（
7
６
４-

０
３
９
５
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
　
９
月
21
日（
日
）〜
30
日（
火
）

運
動
の
テ
ー
マ
は
、『
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
　
思
い

や
り
と
反
射
材
で
輝
く
近
江
路
』
で
す
。

秋
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
日
没
が
早
ま
り
視
界
が
悪
く
な
る
た
め
、
交

通
事
故
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
自
動
車
、
自
転
車
、
歩
行
者
の
そ

れ
ぞ
れ
が
、
互
い
か
ら
発
見
さ
れ
や
す
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
守
っ
て
ほ
し
い
こ
と

１．

夜
間
の
外
出
は
、
反
射
材
を
着
用
し
、
明
る
い
服
装
で

２．

車
も
自
転
車
も
夕
方
以
降
は
早
め
に
ラ
イ
ト
の
点
灯
を
　

３．

駅
前
や
商
店
街
な
ど
、
人
の
多
い
所
で
は
自
転
車
か
ら
降
り
、

押
し
て
歩
く

４．

子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
車
は
減
速
、
徐
行
す
る

５．

車
の
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
　
　

９
月
末
を
も
っ
て
閉
鎖
さ
れ
る
「
あ
ざ

い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

か
ら
診
療
を
継
承
し
、
10
月
１
日
、
新
た

に
「
浅
井
東
診
療
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

運
営
は
国
保
直
営
診
療
所
と
し
て
医
療

法
人
若
草
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
行

い
、
現
在
と
同
じ
松
井
医
師
と
宮
地
医
師

が
引
き
続
き
診
療
を
行
い
ま
す
。
ま
た
皮

膚
科
も
継
続
し
ま
す
。

【
診
療
内
容
】

外
来
（
内
科
、
小
児
科
、
皮
膚
科
）、
訪
問

診
療
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ

【
診
療
時
間
】

９
時
〜
12
時
、
15
時
〜
18
時

【
休
診
日
】

水
曜
日
と
土
曜
日
の
午
後
、
日
曜
日
・
祝
日

■問
行
政
経
営
改
革
室
（
7
６
５-

６
７
０
２
）

市
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す

■問
市
民
協
働
推
進
課
（
7
６
５-

８
７
２
２
）

市
民
活
動
団
体
を
応
援
し
ま
す

■問
都
市
計
画
課
（
7
６
５-

６
５
６
２
）

バ
ス
の
小
判
手
形
料
金
改
定
と

環
境
定
期
券
制
度
の
導
入
を
行
い
ま
す

■問
環
境
保
全
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
３
）

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

平成26年の交通事故発生状況
（９月１日現在）

件　数　297件（－114件）
死　者　 4人（＋ 1人）
傷　者　386人（－164人）（前年比）

Eメール 

問合せ・提出先
森林整備課〈東別館２階〉
〒526-0031 八幡東町６３２
7６５－６５２６

応募先
市民協働推進課〈本館２階〉
〒526-8501 高田町12-34


